
２．研究炉・ホットラボ等活用研究プログラム

平成21年度予算額：
 

２．４億円
 

（１．６億円）
研究期間：３年間
対象機関：ホット施設を有する大学、大学共同利用

機関法人、国研、独法、民間企業等

研究炉及び核燃料系ホットラボ等を効率的・有効的
に活用する研究活動を促進
「ホット施設」を保有する機関が、外部機関とともに、
当該施設を利用した共同研究を実施

【スキーム】

３．若手原子力研究プログラム

平成21年度予算額：１．６億円
 

（１．０億円）
研究期間：２年間
対象：40歳以下の若手研究者

将来の原子力研究開発の基盤を支える研
究者を育成
若手による斬新なアイディアに基づく研究を
支援

【スキーム】

１．戦略的原子力共同研究プログラム

平成21年度予算額：
 

３．６億円
 

（２億円）
研究期間：３年間
対象機関：大学、大学共同利用機関法人、国研、独法、

民間企業等

原子力政策大綱を踏まえつつ、政策ニーズの高い戦
略的なテーマをタイムリーに設定

幹事機関を中心とした複数機関の連携による共同研
究活動を促進

【スキーム】

文部科学省

共同研究参画機関

①テーマ設定

③課題審査・採択
②応募

文部科学省

①施設を利用した

 研究計画の策定

②施設単位による申請 ③審査・採択

文部科学省

研究者が所属する研究機関等

①若手研究者による斬

 新なｱｲﾃﾞｨｱに基づく研

 究課題の応募

②課題審査・採択

原子力委員会連携

独法等 大学 企業

研究炉等のホット施設を有する機関

【基本的考え方】
我が国における原子力研究の裾野をひろげ、効率的・効果

 的に基礎的・基盤的研究の充実を図るため、政策ニーズを
 踏まえたより戦略的なプログラム・テーマを設定し、競争的な

 環境の下、３つのプログラムを一体的に推進する。具体的に
 は、

原子力に関する基礎的・基盤的な研究に対する政策ニーズ
に的確に対応するため、大学、研究機関、民間企業等の英
知を結集して、先端的な研究を重点的に推進

ホット施設の特色を活かした研究を推進し、原子力利用に係
る技術基盤の維持・向上や、ホット施設の利用が不可欠な基
盤的な研究を推進

原子力分野の将来を担う若手研究者による斬新なアイディア
に基づく研究を推進するとともに、いわゆる原子力ルネサン
スを支える研究人材の育成

の観点から、次の３つのプログラムを設定。

企業大学独法等

共同研究の幹事機関

原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ
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